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                                滝澤 民夫 
 
 はじめに 








◆2016 年度 駿河台大学 教職論・教師論(前期、2 単位) [2016.7.20. 第 14 回資料] 
(前略)	 受講登録 111 名中、102 名が提出しています。残念ながら 6 名が出てこなくなりまし
たので、残りは３名です。それぞれのレポートが一生懸命書かれていました。評価としては、
○が 80 名(78％)、△が 22 名(22％)でした。成績評価は春学期を通しての出席、感想文、提出
物、期末レポートを総合して判断します。102 名のレポートに題をつけてみましたので、紹介
しておきます。 
	 生徒とともに壁をのりこえる、 教職観が変わった。また変わるだろう、 自分をみつめな
おす、 やりたいことをやり,思っていることを伝える、 教職論の授業で学んだ５つのこと、 
他人の成長に喜びが感じられるように、 教員へのイメージが変わったことと心の成長、 教
師という職業について考えて、 寄り添い,突き放しもする、 誠の教えを貫きたい、 先生に
なるのは大変だが,頑張りたい、 今できる事を一生懸命やりたい、 生徒のことを思いやり,
よく観察して育む、 生徒の将来を考えて生徒に接したい、 生徒が話しかけやすい教師にな
りたい、 一人でも多くの生徒をよりよい道へ、 目的に向けて行動に移したい、 教育制度
と教員と部活動、 生徒を思いやる心とコミュニケーションの大切さ、 五つのことを考えた
私、 自分はどんな教師になりたいのかを考えた、 信頼関係を求めて、 夢を捨てずに頑張
りたい、 理想に向かって、 理解と納得の先に、 部活動について、 覚悟をもって取り組
みたい、 生徒たちに決めさせたい、 授業の中心は生徒、 教職に憧れをもつようになった、 
学んだ５つのこととチャレンジ精神、 いじめに向き合い,子どもに向き合う、 未来への道を
切り開く仕事、 つらさと楽しみと、 生徒にしっかり伝えたい、 死なない程度に頑張る、 
現実と向き合う、 できる事をやり理想に近づけるように努力したい、 部活動と教員の在り
かた、 立派な教師ではなく良い先生に、 教師の仕事と「挨拶・礼儀・笑顔」、 先生は何の
ために仕事をするのか、 人間力を育てたい、 教員として最も大切なことは、 教員にむい
ているのかどうか、 生徒とともに成長する、 学んだことを生かしていきたい!  いろいろ
な人と出会い支え合いたい、 生徒一人ひとりに寄り添う、 諦めかけた私の背中を押してく
れたもの、 若者が自由に夢を描ける未来は、 多面的な教員でありたい、 教員の仕事とは？  
教員にとっての授業とは、 甘かった自分だが,漠然とはしているが,目標が見つかった!  自
私の教育実践の記録〜アクティブ・ラーニングと関連して〜 
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分の言葉で救われる子を増やしたい、 授業とは、学校とは、教師とは？  人として生徒と正
面からぶつかっていくこと、 平等で生徒や保護者から信頼されるために、 教師である前に
人間として、 ３つのことを考えた授業、 教員の心がまえと自負：子どもの成長、 「生徒が
主役」の学級づくり、 「一回性」の人生、 理想に向けて近づけるように、 生徒の気持ちを
考えてあげられる先生、 部活動と生きる力、 いろいろな刺激を受けたが,まず大学でしっか
り勉強したい、 教員の労働時間と休養日、 人間性を教えたい、 個性を認め学びを深める




との落差を見つめるなかで、 教員への道筋とは、 生徒と一緒に動く教員、 印
象に残った５つのこと、 信頼関係を大切にしたい、 教師という職業への興味、 生徒との
コミュニケーションを通じて互いに成長してゆきたい、 目標とされ,尊敬される先生になり
たい、 常識と心のあり方、 基盤となる価値観を創る、 人に「伝える」こと、 生徒に本
気でぶつかりたい、 価値観を分かり合おうとすること、 努力とみんなに応援されること、 
人間の個性と向き合うこと、 学び合いと初心の大切さ、 余裕を持ち広い視野をもちたい、 
理想に向かって努力しつづけたい、 体罰は必要ではない、 理想の教師を目ざしたい、 理
想の教師と人間形成、 将来を変えるという夢、 人として成長したい、 大人と生徒、両方
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◆2016 年度 大東文化大学 教科教育法 地理歴史(通年、4 単位)  
[2017.1.17. 第 30 回資料] 
 (前略)			
２．模擬授業のまとめ	 	


































































期日までに提出された 5 人の期末レポートを読んで見ると、1 年間の学習を振り返って、自
分なりの地歴科教育方法を考えています。次のような表題をつけてみました。 
生徒の気持ちを理解する先生をめざしたい、 一人一人に歩み寄って根気強く接する教 
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	 アクティブ・ラーニングの意義、 教育や授業に対する意識の変化、 魅力的な授業を目指
す、 授業の工夫と展開、 生徒参加型の授業、 真実と事実の見極め、 地歴科を学ぶ意義、 
教員の問題意識と生徒の探求心、 一斉授業の伝統の意義、 人として信頼されるところから、 
今をみつめて見えてくるもの、 地域史と通史との架橋、 生徒の「なぜ」を重視したい、 模
擬授業分析、 人間像を考えるところからの出発、 社会科教育の理念、自分で考える学び、 
育てることの意味、 中立的立場で物事を処理する、 生徒の学習意欲をサポートするとは、 
生徒に「自信」をつけさせる方途とは 
このうち、何人かの報告の一部を紹介してみます。 	(略) 
















◆2016 年度 早稲田大学 社会科教育法２Ｉ(前期、2 単位) [2016.7.23. 第 15 回資料]	
(前略)	 25 人の「私の社会科教育論」を読みました。内容的には、力作ぞろいで、教えてきて、
私の教育実践の記録〜アクティブ・ラーニングと関連して〜 











準備の大切さ、 社会科の面白さを感じ,伝えたい、 教員も成長する授業のあり方、 社会
科は社会科だけにあらず、 複線的かつ重層的な授業構造、 子どもが自ら学ぼうとし,考える
力をつけられる社会科、 学ぶ意欲を引き出す授業とは、 良い授業とは何か？  
教員と生徒の関係性の重視、 思考プロセスを重視する社会科、 あるべき社会科像とは？ 
考える科目への多難さ、	 総合科目としての社会科、	 他分野を横断する社会科を、	 笑顔 
がある授業、	 生徒にとっての授業とは、	 「なぜ？」を追求したい、	 生徒が「心から」 
参加できる授業、	 生徒に何を伝えるのか、	 思考過程を重視する社会科、	 生徒の成長に 









	 	 印象に残ったのは、1 つは、手塚が 1952 年に「ジャングル大帝」を描きながら医師国家 
試験に合格して、翌年医師免許を取得し、1961 年には奈良県立医科大で「異型精子細胞にお
ける摸構造の電子顕微鏡的研究(タニシの精虫の研究)」で医学博士になったことです。２つ
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◆2016 年度 早稲田大学 地歴科教育法２Ａ(後期、2 単位) [2017.1.28. 第 15 回資料] 
(前略)		17 人のレポートに題をつけてみました。	
	 時代を読む力と歴史教育、 深い学び,現代と未来につながる学び,協働的な学びのための焦
点化、 「生」につながる授業とは？  考えつづけるということ資料や思索のフィードバック
による学び合い、 人間の歴史を多くの人に伝え繋げる歴史教育、 知識と知識がリンクする
学び、 「対話」重視の授業とその課題、 生徒一人一人が中心となる授業、 
常識につながる歴史認識とは、 考える力を育てる授業,問いかける授業,対話する授業、 物
事のつながりを見つめる授業、 生徒との対話の重視、 発問と史料を活用した生徒が想像力



























































建設的で、双方向的ではないか。(後略)（早大	地歴科教育法２Ａ	2017.1.28. 第 15 回資料）	
	
 おわりに 
	 これらの感想やレポートにはフィードバックによる受講生と教員、受講生相互の学び合いの
深化と共有の大切さが記されており、「教える者と教わる者の関係性の基本」だととらえた受講
生もいる。この、教育における生徒と教員、生徒相互の関係性の構築のための有効な手立ての
ひとつがアクティブ・ラーニングではないだろうか。	
本報告が、アクティブ・ラーニングの問題点を見つめながら、より充実した教育方法への「解
決への手立て」、あるいは「問題の深化」につながれば幸いです。	
